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中村好一（著）

基礎から学ぶ楽しい学会発表・論文執筆 第 2版

佐伯圭吾
奈良医大教授・疫学・予防医学

　本書は主に，保健活動に従事する
コメディカルスタッフや学生を含む
初学者が，日本語での学会・論文発
表をめざす際の指南書として書かれ
たもので，疫学書では最も人気があ
る中村好一氏による『基礎から学
ぶ 楽しい疫学』の姉妹書である．
　これから研究を始める人が，最初
に読む本としてお薦めしたい．「な
ぜ研究を行うか」「研究指導者をど
のように求めるか」から始まって，
研究の実施，分析，学会発表，論文
執筆，投稿，査読の過程に区分され，
それぞれのステップをどのように考
え，どのように進めていくかが，あ
りありと目に浮かぶように書かれて
いる．読者は，各ステップを思い浮
かべて読み進めていくうちに，研究
プロセスを俯瞰することができ，高
く感じていたハードルが，いつの間
にか取り組むべき具体的な課題に変
わっていることに気付くのではない
だろうか．

　論文に書かれるべき内容について
は，観察研究の STROBE，無作為
化比較試験の CONSORT といった
国際ガイドラインに示されている．
本書はこのような一般原則を，単に
説明するのではなく，著者が経験し
た具体的事例を紹介しながら，どの
ように考えるかが述べられている．
このシリーズの最も印象的な特徴は，
脚注が多い点である．1 ページに
5～6 つの脚注がみられる場合もめ
ずらしくない．しかし脚注といって
も引用文献の記載ではなく，ほとん
どの場合が著者による本文の解説な
のである．この独特のスタイルは意
外にも読みやすく，同シリーズの人
気の秘訣ではないかと思われる．ま
た「べからず集」として，良くない
例を挙げながら，視点を変えて解説
するなどの工夫が凝らされている．
　本書は初学者に向けて書かれてい
るが，科学研究の本質にかかわる議
論を避けていない．論点は研究の倫

理面の配慮，研究者間のコミュニ
ケーションのあり方や科学の進歩な
どに及ぶ．医学研究者が，個人の意
見や考え方を発信する場が少ない現
在において，経験豊かな疫学者の考
えに触れることは，多くの医学研究
者にとっても有用だろう．
　分野の専門家による分担執筆書と
違って，本書では最初から最後まで，
著者の考えが貫かれている．「研究
は，研究者のみがやればよいもので
はない．保健・医療の最前線で活躍
する実務者が，現場の経験や課題を
学会や論文発表によって共有し，そ
の分野の進歩につなげてほしい」と
いう著者の願いが詰まった一冊だと
感じた．
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